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期
　
日
　
平
成
23
年
８
月
２
日（
火
）

会
　
場
　
全
国
連
合
退
職
校
長
会

事
務
局
　
会
議
室

出
席
者

戸
張
　
敦
雄
　
会
長

北
海
道
　
　
　
西
　
　
　
寛
副
会
長

東
　
北
　
　
　
杉
山
　
紘
二
副
会
長

関
東
甲
信
越
　
岩
佐
　
喜
一
副
会
長

東
　
京
　
　
　
片
岡
　
敦
子
副
会
長

東
海
北
陸
　
　
小
西
　
　
優
副
会
長

近
　
畿
　
　
　
西
川
　
芳
徳
副
会
長

中
　
国
　
　
　
徳
永
　
耕
一
副
会
長

四
　
国
　
　
　
栗
田
　
正
己
副
会
長

九
　
州
　
久
手
堅
憲
仁
副
会
長
（
欠
席
）

他
に
、
各
部
長
・
各
委
員
長
、
事

務
局
長
及
び
事
務
局
員
、
計
22
名
が

出
席
。

◇
会
議
の
大
要

司
会
　
総
務
部
長
　
入
子
　
祐
三

一
、
開
会
の
こ
と
ば

副
会
長
　
岩
佐
　
喜
一

二
、
戸
張
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

総
会
以
降
、
本
部
の
事
業
は
概

ね
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
来
、
自
然
界

の
動
き
を
見
て
い
る
と
気
に
な
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
岩
手
・

宮
城
・
福
島
・
茨
城
各
県
の
余
震
、

新
た
な
地
殻
変
動
に
よ
る
地
震
の

多
発
、
台
風
６
号
の
異
常
な
進
路
、

原
発
事
故
の
今
後
、
猛
暑
、
新

潟
・
福
島
県
の
豪
雨
等
々
と
き
に

は
危
惧
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
原
発
事
故
も
心
配
で
す
。

先
般
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
教

員
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な
向
上

方
策
に
つ
い
て
」
の
意
見
を
求
め

ら
れ
、
ま
と
め
た
文
書
を
文
部
科

学
省
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
全

国
連
合
退
職
校
長
会
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
認
め
ら
れ
た
証
左
と
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

本
年
は
、
副
会
長
の
異
動
が
大

き
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
９
名
の

う
ち
８
名
の
方
が
新
た
に
就
任
さ

れ
大
い
な
る
新
風
を
入
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
、
ご
期
待
申
し
あ
げ

る
次
第
で
す
。

三
、
報
告

１
　
総
会
・
常
任
理
事
会
の
報
告

総
務
部
長
　
入
子
祐
三

（
略
）

２
　
各
部
・
各
委
員
会
の
事
業
の
進

捗
状
況

●

理
事
会
・
総
会
の
準
備
・
運
営

●

中
央
省
庁
へ
の
要
望
書
提
出

●

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

と
の
懇
談
会
の
企
画

●

現
職
幼
・
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援

校
園
長
と
の
連
絡
懇
談
会
の
実
施

●

「
教
育
の
日
」
の
制
定
推
進
及
び

事
業
の
充
実
に
寄
与
す
る
。

●

家
庭
・
学
校
教
育
と
の
関
連
か
ら

地
域
社
会
の
教
育
上
の
役
割
と
責

任
に
つ
い
て
の
研
究

●

教
員
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
、

そ
の
在
り
方
を
研
究

●

「
教
育
憲
章
」
の
趣
旨
の
徹
底
・

普
及
を
図
る
。

●

年
金
・
医
療
・
介
護
等
に
関
す
る

要
望
活
動

●

平
成
24
年
度
に
米
寿
・
上
寿
を
迎

え
る
会
員
の
調
査

●

平
成
22
年
度
春
秋
叙
勲
受
章
者
の

調
査

●

年
間
４
回
の
会
報
発
行

●

１
月
発
行
の
会
報
は
、
新
会
員
勧

誘
支
援
用
と
し
て
希
望
す
る
都
道

府
県
に
増
配

●

予
算
執
行
に
伴
う
通
常
業
務
の
的

確
か
つ
敏
速
な
処
理

●

被
災
さ
れ
た
会
員
の
本
会
会
費
は

免
除

●

財
務
状
況
健
全
化
検
討
を
継
続

●

会
員
が
組
織
的
に
活
動
し
て
い
る
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情
報
の
収
集
と
広
報
に
努
め
る

●

生
涯
学
習
に
役
立
つ
事
例
を
発
信

●

文
部
科
学
省
の
「
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
協
力
に
よ
る
推
進
事

業
」
の
実
施
に
協
力

●

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
在
り

方
」
の
研
究
を
継
続
（
教
員
の
定

数
と
学
級
編
成
・
学
習
指
導
要
領

の
円
滑
な
実
施
に
あ
た
り
、
改
善

す
べ
き
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
）

●

第
５
回
出
版
図
書
「
教
師
の
た
め

の
な
る
ほ
ど
Ｑ
＆
Ａ
―
す
ぐ
に

役
立
つ
54
の
ア
イ
デ
ィ
ア
―
」

（
仮
称
）
の
編
集
が
進
み
、
７
月

末
に
出
版
社
へ
原
稿
を
渡
し
た
。

８
月
下
旬
か
ら
第
１
次
校
正
に
入

る
予
定
。
出
版
は
12
月
の
予
定
。

３
　
各
省
庁
へ
の
要
望
書

●

内
容
の
詳
細
は
、
本
誌
Ｐ
２
〜
３

参
照

四
、
各
地
区
の
現
状
と
課
題

①
北
海
道
地
区

会
長
　
西
　
　
寛

●

平
成
21
・
22
年
の
２
年
に
わ
た
っ

て
「
会
務
運
営
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
て
、
会
務
全
般
に
つ
い
て

の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

●

主
な
改
善
点

諸
会
議
の
削
減
　

会
報
の
発

行
回
数
６
回
を
４
回
に
　

会
員

名
簿
の
改
善
　

経
費
節
減
に
よ

る
支
部
活
動
費
の
増
、
等

②
東
北
地
区

会
長
　
杉
山
紘
二

●

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
福
島
県
、
宮
城
県
、

岩
手
県
の
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な
状

況
に
な
り
、（
青
森
県
も
一
部
被

害
を
受
け
た
）
多
く
の
会
員
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
特
に
死
亡
・
行
方

不
明
が
、
岩
手
県
が
16
人
、
宮
城

県
７
人
、
福
島
県
は
犠
牲
者
が
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
。
家
屋
の
倒
壊
や
津

波
に
よ
る
流
失
、
福
島
の
場
合
は

原
発
事
故
に
よ
り
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
会
員
も
多
数

県
内
、
県
外
と
大
変
な
思
い
で
生

活
を
し
て
い
る
。

●

各
県
と
も
被
災
し
た
会
員
の
会
費

免
除
に
伴
う
予
算
規
模
を
圧
縮
、

事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
う
状
況
。

宮
城
県
で
は
書
面
表
決
の
形
の
総

会
を
行
っ
た
。

③
関
東
甲
信
越
地
区

会
長
　
岩
佐
喜
一

●

年
々
加
入
率
が
少
し
ず
つ
下
が
っ

て
き
て
い
る
。
若
い
退
職
後
の
方

が
新
し
い
仕
事
を
持
つ
例
が
多
い
。

●

会
員
の
中
に
今
後
の
年
金
制
度
や

医
療
費
等
に
つ
い
て
不
安
を
抱
い

て
い
る
。
退
公
連
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

④
東
京
地
区

会
長
　
片
岡
敦
子

●

都
教
委
の
依
頼
を
受
け
、
被
災
者

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
勧
誘
活
動
を
し

た
。
ま
た
被
災
地
に
派
遣
し
て
い

る
教
員
の
後あ

と

補
充
と
し
て
の
人
材

派
遣
に
協
力
し
た
。

●

新
入
会
員
の
減
少
、
会
員
の
高
齢

化
に
伴
う
運
営
の
難
し
さ
等
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑤
東
海
北
陸
地
区
　

会
長
　
小
西
　
優

●

学
校
数
の
減
少
に
よ
り
会
員
数
が

減
少
傾
向
。

●

「
教
育
の
日
」
の
県
条
例
化
が
難

し
い
。

●

学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

個
人
で
な
く
退
職
校
長
会
の
一
員

と
し
て
や
る
よ
う
に
努
力
中
。

⑥
近
畿
地
区

会
長
　
西
川
芳
徳

●

退
職
者
が
他
の
会
と
の
関
わ
り
で

加
入
率
が
低
い
。
魅
力
あ
る
運
営

の
方
策
等
を
検
討
し
て
い
る
。

●

現
職
校
長
と
教
育
委
員
会
と
の
橋

渡
し
を
や
る
こ
と
に
よ
り
、
現
職

校
長
の
安
心
感
・
安
定
感
等
が
増

し
て
き
て
い
る
。

⑦
中
国
地
区

会
長
　
徳
永
耕
一

●

支
部
活
動
が
原
点
で
あ
る
の
で
、

ど
う
活
性
化
し
、
盛
り
上
げ
て
い

く
か
、
力
を
注
い
で
い
る
。

●

退
職
さ
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
常
勤

の
形
で
職
に
就
く
た
め
、
退
職
校

長
会
の
役
職
に
就
き
に
く
い
、
ま

た
活
動
へ
の
参
加
が
に
ぶ
い
。

⑧
四
国
地
区

会
長
　
栗
田
正
己

●

退
職
校
長
会
の
存
在
価
値
を
ど
こ

に
置
い
て
活
動
し
た
ら
よ
い
か
を

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

●

組
織
の
強
化
拡
充
を
図
る
方
策
を

検
討
し
、
努
力
し
て
い
る
。

五
、
閉
会
の
こ
と
ば

副
会
長
　
片
岡
敦
子

教
育
課
題
委
員
会

事
業
委
員
会




